
6.環境保全及び地域活牲化のための基本構想 

１）基本コンセプト 
福島潟の計画に対する基本コンセプトを「地域アイデンティティとしての潟自然の創

造」とし、以下にその考え方の流れを概念図に示す。 

 
２）構想の基本方針とゾーニソグ 
基本コンセプトを軸にした構想の体系を以下に示す。 

 



 

   



7．実現へ向けての提案 

１）関連施策との調整 
流域の水環境の保全(下水道整備、排水規制等)のためにも現行制度の施策の中でその

対策が推進されるように関係機関と調整する必要がある。また、土地利用に対しては、

今後の計画をより有効に推進するために、必要に応じて都市計画、土地利用に関する各

種の施策と調整を図って、風致地区、緑地・自然環境保全地域等の設定なども検討する。 
 
２）組織づくりに対する提案 
活動組織に求められる役割とその組織づくりのためのフロー、及び本研究の位置づけ

を以下に示す。 
 
３）管理運営等に関する提案 
潟内の管理については（1)保護 
ゾーン、(2)保護優先ゾーン、(3) 
利用ゾーソのそれぞれの地域につ

いて管理のガイドラインを設け、

専門家の指導を常に受けられる組

織体制をつくって対処する。また、

潟を保全するためには流域全体の

保全が必要となる。従って、豊栄

市だけでなく流域市町村全体が協

力して、広域的な管理のための協

議会を設けて対処することが必要

である。 
 
 
 
 




